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極超音速空気吸い込み式エンジンに使用する炭素複合材製可変ノズルに、風洞設備から高温空気を供給すること

により、ノズルの耐圧気密性能を確認した。図１に示すように、Ｃ／Ｃ複合材製の軸対称可変プラグノズルは燃焼

風洞空気取り出し口部に固定され、風洞より最大 1kg/s の高温空気を供給した。試験結果例を図２に示す。本試験

では、空気供給圧力 P0=0.57MPa、供給温度 T0=約 360℃の高温空気を 190 秒間ノズルに供給した。試験では、ノズ

ル各部の温度（図２中 Tc_in, Tc_out 等）、歪み、変位量を計測し、ノズル各部の伝熱量や変形量を評価した。 
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Fig. 1 Test Model (C/C Plug Nozzle) 0
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Fig. 2 Test Result 

 (Pressure, Temperature and Air flow of the Nozzle) 


